（部署名）施設処遇会議①

	これまでの経過（最終評価日　H　18　年4月 10日）

	入所時は①浪費傾向（高価な家具や食材の購入）

②食事作り

③自室の掃除ができない

④緊急時の対応（不安や悩み事が上手く伝えられない）の問題点があった。

1 については退所後の生活を想定し、障害年金と家族からの援助（1万円）でやり繰りする訓練を行ってきた。現在は月10～11万円でやり繰りし、退所後の１ヶ月の収支計画についても現実検討できている。

2 については、調理教室への参加とともに朝･夕食の自炊を始め、調理方法や味付け等、必要に応じて職員が介入･支援を行ってきた。現在は、自分で献立を考え朝･夕食は自炊にて生活している。

3 については定期的に自室を訪問し、職員と衣類の収納・掃除の方法について支援してきた。現在、整理整頓はできている。

4 については病状悪化時の対処方法の確認や早期対応の必要性について面談を通して行ってきた。今は「何かあったら青明舎や青山荘に相談する」と話しており、今後も外来やデイケア、青明舎と連携し本人の状態を観察することとする。

8月で退所期限を迎える。退所後はアパートでの単身生活を希望し、アパートの下見を行ったり、1人暮らしに必要な物品について予算を決めて購入を検討している。金銭管理は年金内で入所費・食費・外来費・交際費等をやり繰りし、貯蓄もある程度できている。退所後も継続してデイケアを利用する予定である。


平成　18　年5月1日　（月）

	氏　名
	中居　松男氏
	男・女
	生年月日
	　昭和18年2月21日（ 63歳）


	問題点
	介入方法

	①保護者である父親が高齢である。
	· 本人に対し、今後、退所後や緊急時の場合に義弟の協力を得なければならないことを説明。今後、家族と連絡をとり、話し合っていく。

・退所後は自分で家族と連絡をとることになるため、その旨を話し、用事があるときはその都度自宅に連絡を取るよう促す。

	②緊急時に1人で対処しようとし、周囲に相談しないことがある。
	· 退所の条件として、病状悪化時に正しい対処ができることが必要なことを説明。本人は「きちんと職員に相談します」と答えている。

· デイケア、青明舎、外来と連携を図りながら本人の状態観察を行っていく。




プラン計画者　氏名：山口　碧　　　　　　　　　　　　

施設処遇検討会議（施設名）　　　　　　　　　　　　　実施日　平成　18　年　5　月　1　日（月）

	氏　名
	中居　松男　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　18年2月21日（ 63歳）


	問題点
	評価

	1 保護者である父親が高齢であるため、新たな保護者選任が必要である。
	・保護者を義弟に変更する必要があるため、家族調整を行っていかなければならない。

	2 緊急時に一人で対処しようとし、周囲に相談しないことがある。
	・1度目の青山荘退所時、グループホームでの人間関係によるストレスもあり服薬中断、再入院があったことから、アパートでの単身生活の場合、訪問看護導入等、関係施設のフォローが必要ではないか。

・本人は日中の生活の場としてデイケアを希望しており、デイナイト・ナイトケア利用は考えていない。しかし、デイナイト・ナイトケア利用を検討することも必要ではないか。


	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	・家族と話し合いの場を設け、退所後の生活や保護者を義弟に変更する必要性について説明を行い、家族の協力が得られるよう働きかけていく。

	②継続
	・本人と面談を実施し、退所後の日中の生活の場について再検討する。

・退所後の訪問看護導入を進めていくとともに、関係機関の連携を図っていく。




	結果

	次回会議まで修正プランにて対応し様子観察とする。


	会議出席者

	秋山G.O.M、小坂、清水、金澤、坂本、佐々木、山田、山口








